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a-U.ac.jpひとこと:当研究室では,熟流体 ･燃焼における insitu計測技術の高拝度化を実

現するために､レーザ等の光やイオン等を活用した

物理的･化学的解析手法の開発に関する研究を行っています.エンジン内は高温,高圧,非定常,乱流であり,

学問的.装置的に一番条件の厳しい場所ですが,実用性という概点から

考えると,挑戦のし甲斐があります.

1.赤外吸収法を利用したエンジン内ガス漉度の in

situ計測点火プラグに光学系を埋めこん

でいます レーザから測定部までは光ファイバを用いて光を導いています 測定部で

減衰した光はミラーで反射し.再び光ファイバを通って

受光部へと導かれます2.レーザ干渉法による ins

itu流体温度計測レーザの干渉性を利用

して,流体の温度変化を計測し

ます 高応答.高精度が特徴です 計測部をセンサ化

しており,光ファイバを用いているのでハンドリング

が容易です3.イオン電流

を利用したエンジン内燃焼診断火

炎帯中のイオンを測定してエンジン内燃焼診断をします 失

火,あるいはノック時には-正常燃焼の場合と比較して

明確に判別することができます 流体温度計測用センサ部〇一･
4.非定常噴嘉の挙動に関する研究超高速度ビデオカメ

ラと長距離顕微鏡の組み合わせにより.噴射弁出口からの液体の微粒化過程を観察

することができま

す5.分光学的手法

による着火現象の解明スパークプラグや強いレーザによる予混合気

の着火について,プラズマ状態から着火に至るま

でを分光学的に観測しています 火花点火機関のノック,ディーゼル噴霧の着火に関しても

研究しています また.分光学的手法を用いて.混合気濃度の計測をするなど守備範
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赤外吸収法 ････赤外光領域には,特定の分子構造によって吸収される波長がある

例えば,3.392叩=まC-H結合を持つ分子により吸収される そこで,
その吸収線に一致するレーザ光を照射するとランバー トベアの法則

により光が減衰する 減衰度合いから.その分子の濃度を測定する

手法である.

lnsitu ･.･･適切な日本語がない 現場型.その場型と云われるが.計測したい
場で-リアルタイムでデータを取得することができるという意味.

レーザ干渉法 ･･･レーザは可干渉性が良いと云われている 密度 (圧力,温度)が変

化すると屈折率が変化し,干渉部分の明暗が変化する.レーザの波

長と,物質に特有の定数で決まるので,変化の様子を捉えると密度

が分かる.気体の場合,圧力が既知であれば.状態式より密度が分

かると温度が分かる

イオン電流 ･

燃料 ･

ノック

分光学 ･

･火炎帯には多くのイオンが含まれている.そのため,電圧を印加し

た電極を火炎帯が通過するとイオン電流が流れる この性質を利用

して,火炎があるかないかの判別が可能である 電極としては.点

火栓を用いる方法があるが,ヘッドガスケットを用いる手法も提案

している

ここでいう燃料にはいろいろな意味がある エンジンとしての新燃

料.すなわち.天然ガスや水素,アルコール系燃料,ジメチルエー

テル,GTL(GastoLiquid).バイオマスガスなど.また,船舶用と
して使用されるC重油は品質が安定しておらず.その燃焼性に関す

る研究も実施している.

･火花点火機関における異常燃焼と云われている.通常は.予混合気

中を火炎伝播によって燃焼が進行するが.末端部未燃混合気の圧力

および温度が上昇して,自己着火し,その後圧力波が生じてカンカ

ンという打音が出る現象をいう 機関にダメージを与える.

･例えばある物質から発せられる光を波長に分けて,ある特定の波長

の光の強弱によってその物質の性質を調べる手法 予混合燃焼中に

は,紫外から可視域にかけてOH,CH,C2の3大ラジカルが発せられ
る
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